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績
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長
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　市税の納付方法は、窓口納付
及び口座振替があるが、利便性
の高いクレジットカードやス
マートフォンアプリを利用した
支払いの普及に伴い、これらを
利用した納付に関する問合せが
年々増加している。国において
もキャッシュレス決済の普及推
進を掲げており、こうした
キャッシュレス社会に対応した
多様な納付環境の提供を目的に
新たな納付方法を導入する。

―― 3,825

収納件数
の0.15％

　市民の利便性向上や行政事務
の更なる効率化につながるよ
う、情報通信技術を活用した市
政運営に努める。

12,000
収納件数
の1％

(R3年度)
― ―

クレジット・スマホ
収納利用率

―
収税
課

　近年のキャッシュレス
決済の普及・拡大に伴
い、多様な納付環境の提
供により納税者の利便性
の向上を目的として、ク
レジットカードやスマー
トフォンアプリを利用し
た市税の納付方法を導入
する。

Ⅲ-1-(3)
-④
高度情報
社会への
対応

1 ⑪ ⑪
＜新＞市税クレ
ジット・スマホ収
納導入事業

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度
R2年度に向けて

強化・見直した内容
（評価に対する改善方法等）

H30年度
R2年度に向けて

強化・見直した内容
（評価に対する改善方法等）

SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

【施策評価のみ】
未利用公共施設の
有効活用

R2年度

―

2

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

―

Ⅴ-3-(2)-
②
公共施設
の転活用
などの検
討

No.

事業評価の成果指標（目標・実績）

人数

⑪ ― 順調

　今後も引き続き、未利用の公
共施設の転活用可能なものにつ
いては、有効活用を図れるよう
取り組むとともに、公共施設マ
ネジメントとも連動した有効活
用に積極的に取り組む。

―

主要事業
所管課名 事業・取組概要

R1年度

―

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

財産
活用
推進
課

【施策の内容】
　各局への未利用公共施
設の情報提供や有効活用
を調整する。

―⑪

SDGs
主な
ｺﾞｰﾙ
番号

―

成果の
方向性

R1年度

―

事業費
の増減

― ― ― ―

H30年度

―

―

R2年度 人件費（目安）

―

36


